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平成7年第 1固臨時会が、 5月17日と

18日の2日間の日穏で聞かれました。

市議会議員選挙後初めて開かれたこの

臨時会では、議長、副譜長、各常任委員

会委員などが選ばれ、新しい読会の傭成

が決まりました。

また、平成7年第2固定例会が6月8

日から21日までの14日間の日程で開かれ、

下水道条例の一部改正など15件の市長提

出議案を審議し、すべて原案どおり可決

しました。
そのほか、意見書5件、請願10件を審

議しました。

さらに、市政に関する一般質問が11名

の課員により行われました。

:お

い

3 

こ
の
た
び
、
千
葉
市
議
会
の
議
長

並
び
に
副
議
長
に
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

政
令
指
定
都
市
千
葉
市
の
こ
れ
か

ら
を
考
え
ま
す
と
、
そ
の
聡
資
の
重

大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い

た
し
ま
す
。

千
葉
市
は
今
、
引
世
紀
を
視
野
に

入
れ
た
真
の
大
都
市
を
め
ざ
し
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教

訓
と
し
た
、
安
全
で
災
害
に
強
い
都

市
づ
く
り
は
、
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
市

民
の
皆
篠
の
負
託
に
応
え
、
市
民
の

皆
僚
が
、
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送

れ
ま
す
よ
う
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
僚
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

この市援会だよりは再生紙を使用しています
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防
災
関
連

予
算
を

追
加
計
上

《予
算
関
係
》

一
般
会
計
諮
正
了
個
以

公
共
施
設
耐
震
彦
断
経
費
、
防

災
用
映
像
情
報
シ
ス
テ
ム
事
業

費
、
非
常
用
飲
料
水
能
設
登
備
資
な

ど
、
+
一
億
二
百
万
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
会
計
の
予
錦
総

額
は
、
一
一
一
千
百
六
十
七
億
二
千
二
百
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

H
F払
川
全
日

d
mFL4，hr
H
U

病
院
事
業
会
計
に
海
浜
病
院
耐
震
性

井
一
戸
付
貯
水
徳
霊
備
貨
を
、
水
道
事
業

会
計
に
給
水
車
餓
入
鶴
岡
な
と
、
三
事
業

会
計
合
わ
せ
て
四
億
こ
千
七
百
万
円
を

追
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
特
卸
会

計
(
企
業
会
計
を
含
む
市
川
会
計
)
の
予

算
総
額
は
、
二
千
七
百
八
十
二
億
七
千

七
百
万
円
に
な
リ
ま
し
た
。

〈条
例
関
係
》

下
拝州
市
下
水
辺
条
例
の
怖
政
正

公
共
下
水
道
使
用
料
の
基
本
制
料
金
を

五
百
円
か
ら
五
百
五
十
円
に
改
定
す
る

な
ど
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
す
-

A

財
産
の
取
得
》

千
葉
市
立
打
液
小
学
綬
と
打
減
中
学

校
の
校
舎
な
ど
を
県
企
業
庁
か
ら
、
総

額
八
十
一
二
億
七
千
四
百
万
円
で
取
得
し

ま
す
。

《工
窃
祭
氏
契
約
》

Z
T
家
駅
東
口
広
明
柑
の
懸
備
を
、

十
一

億
九
千
九
百
万
円
で
行
い
ま
す
・

r二，占正司・

一
一
-
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〔
常
任
委
員
会
〕

各
委
員
会
が
6
周
目
自
に
関
か
れ
、

付
託
さ
れ
た
ゆ
議
案
に
つ
い
て
審
蓋
し

ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
錦
繍
ゆ
件
、間剛
健M
3件

を
審
査
し
、
採
択
送
付
2
件
‘
不
個
師帽
m

n件
と
な
り
会
し
た
。

総
務
蚕
員
会

(
所
管
H
総
務
局
、
企
画
調
護
局
、
財

政
局
な
ど
}

一
般
会
計
術
正
予
算
な
と
、
議
案
3

件
、
請
願
2
件
を
審
査
し
、
耐
震
性
防

火
貯
水
僧
設
置
に
係
る
予
餐
額
や
潟
水

能
力
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た。

-v「平
和
郁
市
宣
言
」
を
「
非
扱
平
和

都
市
宣
言
」
に
改
め
る
こ
と
に
関
す
る

騎
開

不同
情
択

曹
原
爆
の
怒
劇
や
戦
争
の
惨
摘
を
後
俊

に
伝
え
る
こ
と
に
関
す
る
醤
願

不同
陣
沢

民
生
教
育
委
員
会

(所
管
H
市
民
局
、
信
祉
局
、
教
育
委

四

[
H
4
2
)一

般
会
計
術
正
予
算
、
千
葉
市
立
打

滅
小
・

中
学
校
の
校
舎
、
屋
内
逮
勤
取

及
び
プ
l
ル
の
取
得
な
と
、
続
案
3

件
、
踊
関
3
件
官
官
態
宣
し
、
こ
れ
ま
で

小
中
学
校
等
で
実
絡
し
た
耐
震
惨
断
の

診
断
基
準
及
び
そ
の
結
果
の
判
明
問
符
胤

と
公
表
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

V
回
民
健
康
保
険
料
の
剖
引
き
下
げ
に
隠

す
る
請
願

不
採
択

V
3
餓
児
ま
で
の
医
盛
岡
再
開
の
気
料
化
に

関
す
る
続
願

不岬

mm

v高
齢
者
医
療
費
助
成
の
年
齢
引
き
下

げ
に
関
す
る
絹
願

不
採
択

環
涜
消
防
委
員
会

(所
管
H
環
焼
衛
生
局
、
清
回
開
局
、
消

防
局
、
水
道
局
}

一
般
会
計
繍
正
予
算
、
消
防
包
員
世
帯

公
務
災
容
繍
償
条
例
の
一
部
改
正
な

ど
、
議
案
5
件
、
話
線
3
件
を
審
査

し
、
消
防
用
倣
像
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
、
そ
の
内
容
と
火
災
発
生
時
に
お

け
る
伝
遇
草
庵
監
視
エ
リ
ア
の
範
囲

な
ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
.

骨
粗
路
症
予
防
の
健
診
体
制
の
充
実

を
求
め
る
弱
績

不
係
択

ず
指
定
判
明
と
伺
貨
の
レ
ジ
袋
の
使
用
を

飽
め
る
こ
と
を
求
め
る
初
級

不同
川崎机

V

「
レ
ジ
袋
で
も
ご
み
が
出
せ
る
よ
う

に
す
る
」
こ
と
に
関
す
る
請
願

不
門川択

打i栂中学筏

経
済
建
設
委
員
会

(
所
管
H
経
済
農
政
局
、
建
設
局
な
ど
)

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
二
級
河
川

生
実
川
輔
副
定
信
布
設
工
事
請
負
契
約

の
、
認
案
2
件
を
審
査
し
、
本
工
事
で

布
股
す
る
管
の
笛
定
使
用
さ
れ
る
期
防

友
び
計
画
陥
怒
完
成
後
の
暫
定
包
の
処

狸
方
法
な
と
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

都
市
下
水
委
員
会

(所
管
日
都
市
局
、
下
水
道
局
)

一
般
会
計
鴇
亙
予
算
、
下
水
道
条
例

に
一
部
改
正
な
と
、
議
案
4
件
、
議
開制

2
件
、
陳
情
3
件
を
審
査
し
、
下
水
道

料
金
改
定
の
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
、

ま
た
、
全
国
都
市
緑
化
ち
ば
フ
ェ
ア
艶

干葉市では、住

み良い街づくりの

ために、市民生活

にかかわりの漂い

信祉、保健衛生、

教育、公図、下水

道などの充実に努

めています。

選穆で透1mた
議員や市長1:、市民の意見や誘E還
を市政に反映させるため、互いに

翁臓を交わしながら、市政をi運営

していきます。

際会は、市の霊要な事業や政策

の塁本となる問題について決定、

チェックする機関で f議決銭関J
といいます.

また、市長は議会似来定に塁づ

いて.実際に事量産を行いますが、

これをrtA行機関jといいます。

話会と市長は、全く対等の立i拐で

互いに辱盤し、論議しながら明る

く住み良い千葉市をつくるために

努力しています。

備
に
閉
じ
て
、
会
織
内
に
設
置

予
定
の
展
示
験
像
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
.

T
千
葉
市
動
物
公
園
に
動
物
説

明
員
を
配
置
す
る
こ
と
に
耐
附
す

る
務
自
開

MM
沢
送
付

V
千
猿
市
動
物
公
園
の
遊
園
総

股
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
利
用
パ

ス
ポ
ー
ト
発
戸

R
L開
削
す
る
間
関

同体
択
送
付

仮
称
モ
ア
・
ス
テ
ー
ジ
鋒
図

ー
議
会
の
し
く
み
⑨
1

一市
政
と
市
議
会

消防回帰法大会

1量泌が進む全国吉s市緑化ち1:フェア会渇
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マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
反
対
に
関
す
る
陳
情

不同
州地
m

v
東
寺
山
第
2
土
地
区
画
澄
理
研
熊
施

行
区
内
に
運
航
械
予
定
の
6
階
建
マ
ン
シ

ョ
ン
・
エ
ス
テ
・
ス
ク
エ
ア
千
葉
・
中

央

{
仮
抑
)
に
関
す
る
陳
情

不
燃
択

、
稲
毛
区
園
生
町
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

計
画
に
お
け
る
開
発
行
為
の
規
制
友
ぴ

斜
面
緑
地
の
保
全
を
求
め
る
鯨
情不

録
択

一
般
質
問

主
な
質
問
項
目

。
市
長
の
政
治
姿
努
に
つ
い
て

@
地
方
分
継
に
つ
い
て

。
第
6
次

5
か
年
計
画
に
つ
い
て

@
駐
車
湾
対
策
に
つ
い
て

@
防
災
対
策
に
つ
い
て

O
消
費
者
行
政
に
つ
い
て

。
高
齢
者
福
祉
也
に
つ
い
て

の
環
俊
行
政
に
つ
い
て

。
乳
幼
児
医
療
鈴
笹
川料
化
に
つ
い
て

。
幻
世
紀
の
沼
山
同
行
政
に
つ
い
て

。
図
罰
百
館
行
政
に
つ
い
て

傍
聴
の
ご
案
内

平
成
7
年
第
3
固
定
例
会

は
9
R
4
Bか
ら
開
催
す
る

予
定
で
す
・

本
会
議
は
、
原
則
と
し
て

公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

傍
個
略
さ
れ
る
方
は
‘
本
会

銀
の
当
日
、
樋
窃
盤
機

一
階

の
受
付
で
、
手
続
き
を
お
側

い
し
ま
す
・

点
字
臨
と
テ

1
プ
版
の
配
布

自
の
不
自
由
な
方
に
、
市

碍副会
の
活
動
を
お
知
ら
せ
す
る

た
め
、
「
ち
は
市
議
会
だ
よ
り
」

の
点
字
版
と
テ
l
プ
版
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

配
布
を
晶
帽
怨
さ
れ
る
方
が

い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
.
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